
細 入 体 育 協 会 
１ 役員氏名 

 （１）会 長   佐藤 幹司   （２）副 会 長   島  弘司 

 （３）理 事 長   野尻 健治   （４）事務局長          

 （５）市評議員    佐藤 幹司   （６）連絡責任者   増山 長廣 

 

２ 活動目標 

  本会は、地区住民の体位向上と健全な体育の振興を図り、文化社会の建設に寄与することを目的とする。 

 

３ 主な活動 

行 事 名 開 催 日 会   場 

ジュニア陸上教室（共催） 

      （延べ６日間） 

第３８回細入健康マラソン大会（共催） 

ジュニアペタンク教室 

第２２回細入住民ゴルフ大会 

第５４回年齢別ソフトボール大会 

ジュニアＴボール大会 

細入地区スポーツ教室（延べ１０日間） 

【ラージボール卓球・フレッシュ 

       テニス･ビーチボール】 

第３３回細入ビーチボール大会 

４月２３・３０日（火） 

５月毎週（火） 

６月９日(日) 

７月の毎週(火) 

９月１５日（日） 

９月２３日（月・祭） 

１０月１９日（土） 

１０月・11月の毎週(火) 

 

 

１２月１５日(日) 

 

 

片掛～庵谷間 

楡原中学校体育館 

富山カントリークラブ 

楡原中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

楡原中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

 

 

 

楡原中学校体育館 

４ 県内・国内等での成績 

【第３３回全日本中学競漕大会】 

競技名 種 目 選 手 順 位 

ボート 

女子総合 

女子シングルスカル 

女子ダブルスカル 

   〃 

楡原中学校 

中島 佳愛（楡原中学校） 

寺下日陽里・桐山 優衣（楡原中学校） 

高村 茉由・村田  萌（楡原中学校） 

２ 位 

４ 位 

３ 位 

５ 位 

 

５ 特記事項 

   本年度は、漕艇競技で中学２年生が大活躍。新人戦で女子シングルスカルで優勝、男子舵手付クオド

ルプルで２位に入賞。来年度の全中での活躍が期待される。 

 

６ 次年度の課題 

 ・予算削減という状況下なので学校開放運営委員会や J.S.C等との共催行事を増やす。 

・少子高齢化、地域人口の減少に対応した事業内容を検討し、幅広い年代の参加者増を図る。 

・協会の組織強化。 

 

楡原中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
 

楡原中学校体育館 
１２月４・１１日（水） 

 

健康マラソン大会 ビーチボール大会 



細 入 体 育 協 会 
 

①平成２６年度 役員氏名 

 （１）会 長   佐藤 幹司   （２）副 会 長   島  弘司 

 （３）理 事 長   生須 秀一   （４）事務局長          

 （５）市評議員    佐藤 幹司   （６）連絡責任者   増山 長廣 

 

②平成２６年度 活動目標 

  本会は、地区住民の体位向上と健全な体育の振興を図り、文化社会の建設に寄与すること

を目的とする。 

  また、総合型地域スポーツクラブ（J.S.C）との連携をはかる。 

 

③平成２６年度主な活動計画 

日  程 事 業 名 場  所 

４月４日（金） 評議委員会 細入公民館ホール 

４月２２日（火） 

５月１３・２０・２７（火） 

ジュニア陸上教室（共催） 

        （延べ４日間） 
楡原中学校グラウンド 

５月１８日 第２３回細入住民ゴルフ大会 富山カントリークラブ 

６月１日（日） 第３９回細入健康マラソン大会（共催） 片掛～庵谷間 

７月の毎週（火）①～④ ペタンク教室 楡原中学校体育館 

９月２１日（日） 
第５５回年齢別ソフトボール大会 楡原中学校グラウンド 

体力テスト（女性） 楡原中学校体育館 

１０月の毎週（火） 細入地区スポーツ教室  卓球 ４回 楡原中学校体育館 

１１月の毎週（火）      〃         Ｔﾎﾞｰﾙ ４回 楡原中学校体育館 

１２/３、１２/１０日（水） 

１２月１４日（日） 

     〃     ビーチボール ２回 楡原中学校体育館 

第３４回細入ビーチボール大会 楡原中学校体育館 

２月１７日（火） 理事会 細入公民館視聴覚室 

 

④県内・国内・国際大会などでの活躍（平成２５年度） 

  ☆全日本中学選手権競漕大会 

  女子 総合２位 

     シングルスカル ４位 中島 佳愛 

       ダブルスカル  ３位 寺下日陽里・桐山 優衣 

       ダブルスカル  ５位 高村 茉由・村田  萌 

⑤特記事項 

⑥次年度の課題 
 ・予算削減という状況下なので学校開放運営委員会や J.S.C との共催事業を増やす。 
 ・少子高齢化、地域人口の減少に対応した事業内容を検討し、幅広い年代の参加者増を図る。 
 ・協会の組織強化 


